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事
業
の
ご
報
告 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長 

熱
海 

五
郎 

 

平
成
28
年
度
も
早
４
ヶ
月
が
経
過
し
、
様
々
な
大

代
地
区
公
民
館
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主
事
業

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

毎
年
こ
の
紙
面
で
も
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
、
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
今
回
も
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

高
齢
者
教
育
事
業
「
山
茶
花
大
学
」
で
は
、
こ
こ

ま
で
３
回
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 
 

（
第
１
回
山
茶
花
） 

 

（
第
２
回
山
茶
花
） 

 

１
回
目
は
毎
年
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
藤
原
秋

子
先
生
に
よ
る
脳
活
に
つ
い
て
の
講
話
。
２
回
目
は

佐
々
木
浩
先
生
を
お
招
き
し
て
の
自
然
に
関
す
る
講 

話
。
３
回
目
は
シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
渡
部
俊
和
先
生

に
よ
る
、
足
と
靴
に
つ
い
て
の
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

料
理
教
室
も
、「
イ
ン
ド
料
理
教
室
」
と
「
男
の
料

理
教
室
」
２
回
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 
 

（
イ
ン
ド
料
理
） 

 
 
 

（
男
の
料
理
） 

 

「
イ
ン
ド
料
理
教
室
」
で
は
、
中
学
生
の
時
に
家

族
で
イ
ン
ド
か
ら
美
里
町
に
来
ら
れ
た
ア
ケ
ボ
ノ
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
ヒ
ヨ
コ
豆
を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。「
男
の
料
理
教
室
」
で
は
、

乳
製
品
を
加
え
た
和
食
を
作
り
ま
し
た
。
ひ
よ
こ
豆

や
和
食
に
乳
製
品
を
使
用
す
る
な
ど
、
ど
ち
ら
も
普

段
あ
ま
り
作
ら
な
い
よ
う
な
料
理
で
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
方
は
皆
さ
ん
さ
す
が
で
、
手
慣
れ
た
手
つ
き

で
て
き
ぱ
き
と
調
理
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
講
師

の
教
え
方
も
良
く
、
お
い
し
い
料
理
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

参

加

料

 

無

料 

講

 

師

 

諏

訪

 

由

美
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エ

ア
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ビ

ク
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健
康
に
関
す
る
講
座
と
し
て
は
、
足
裏
の
健
康

法
を
学
ぶ
健
康
講
座
と
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
（
Ｎ
Ｗ
）
初
心
者
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

 

（
健
康
講
座
） 

 
 

（
Ｎ
Ｗ
初
心
者
研
修
） 

 

健
康
講
座
は
地
元
の
先
生
を
お
招
き
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
講
話
の
他
に
、
実
際
に
足

裏
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｎ

Ｗ
初
心
者
研
修
は
、
座
学
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー

ル
の
使
用
方
法
を
学
ん
だ
後
、
緑
地
公
園
で
歩
き

な
が
ら
の
実
践
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
以
外
に
も
「
集
い
の
広
場
」
や
「
子
ど
も

映
画
会
」
な
ど
も
実
施
し
、
子
ど
も
達
も
公
民
館

に
集
ま
っ
て
仲
良
く
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
講
座
を
実
施
予
定
で
す
。

初
め
て
の
方
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る
環
境

を
整
え
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
後

の
講
座
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

お
知
ら
せ 

「
合
同
慰
霊
祭
」
の
ご
案
内 

大
代
五
区
区
長
会 

 

大
代
地
区
の
伝
統
行
事
、
合
同
慰
霊
祭
を
左
記

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、
水

難
物
故
者
の
ご
供
養
、
そ
し
て
大
代
地
域
皆
様
の

平
安
を
祈
念
し
、
行
う
も
の
で
す
。
皆
様
の
ご
焼

香
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
先
祖
様
の
ご
供
養
と
、
納
涼
に
ご
家
族
お
揃 

い
で
ご
来
場
賜
り
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。 

記 

１ 

日 

時 

平
成
28
年
８
月
20
日
（
土
） 

 
 

 
 
 
 

（
雨
天
の
場
合
翌
日
に
順
延
） 

 
２ 
場 

所 

大
代
橋
本
橋 

 
 
 
 
 
 

（
慰
霊
祭
壇
は
西
側
） 

 

○ 

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー 

 
 

午
後
６
時
30
分 

○ 

慰
霊
祭
・
西
園
寺
住
職
に
よ
る
法
経 

 

○ 

奉
納
舞
踊 

暁
流
仙
台
南
支
部 

○ 

花
火
打
ち
上
げ
（
お
も
ち
ゃ
花
火
） 

○ 

終
了
予
定 

 
 
 
 

 

午
後
８
時
30
分 

○ 

出 
 

店 
 
 
 
 

 

午
後
６
時
か
ら 

夏
祭
り
予
定 

大
代
南
区
夏
祭
り 

７
月
30
日(

土)

午
後
６
時 

 
 
 
 
 
 
 

場
所 

ネ
オ
ハ
イ
ツ
前
公
園 

大
代
北
区
夏
祭
り 

８
月
７
日(

日)

午
後
６
時 

場
所 

大
代
公
園 

※
詳
細
は
、
各
区
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

ふ
れ
あ
い
川
柳
・
俳
句 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

〈
川
柳
〉 

ひ
ょ
っ
と
こ
面 

外
せ
ば
村
長 

盆
踊 

〈
俳
句
〉 

復
興
の 

史
都
の
ま
ほ
ろ
ば 

風
涼
し 

 

公
民
館

こ
う
み
ん
か
ん

に
遊 あ

そ

び
に
来 く

る
子
供

こ
ど
も

達 た
ち

へ 

・
貴
重
品

き
ち
ょ
う
ひ
ん

は
持 も

っ
て
こ
な
い
こ
と 

・
ご
み
は
各
自

か
く
じ

持 も

っ
て
帰 か

え

る
こ
と 

・
道
路

ど

う

ろ

や
駐

ち
ゅ
う

車

場

し
ゃ
じ
ょ
う

で
は
車

く
る
ま

に
注
意

ち
ゅ
う
い

す
る
こ
と 

・
土
足

ど

そ

く

は
禁
止

き

ん

し

で
す
。
上 う

わ

ぐ
つ
を
持 も

っ
て
き
て 

く
だ
さ
い 

  



 

 

3 

 

                          

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
の
お
知
ら
せ 総

務
部 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は
、

指
定
管
理
の
事
業
も
３
年
目
を
迎
え
、
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
、
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
事
業
に
つ
い
て
も
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
や
、
貞
山
運
河
・
大
代
周
辺
清
掃

の
実
施
に
あ
た
り
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
後
の
活
動
に
、
よ
り
親
し
み
を
も

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
以
前
こ
の
紙
面
で
も
紹

介
を
し
て
お
り
ま
し
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
次

号
で
、
詳
し
い
募
集
要
項
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。 

〈
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
は
〉 

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
マ
ー
ク
と
、
名
称
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
作
ら
れ
る
会
社
な
ど
で
利
用
さ
れ
る

マ
ー
ク
で
す
。 

 

緊
急
避
難
路
・
物
流
路
笠
神
八
幡
線
に
つ
い
て 

多
賀
城
市
復
興
建
設
課
復
興
工
事
係 

大
代
地
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
復
興
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

多
賀
城
市
で
は
、
復
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
緊

急
避
難
路
・
物
流
路
笠
神
八
幡
線
整
備
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
緊

急
時
は
も
と
よ
り
、
通
常
も
使
え
る
道
路
と
な

り
、
周
辺
地
区
の
利
便
性
も
高
く
な
り
ま
す
。 

今
般
、
河
川
内
の
橋
梁
下
部
工
が
完
成
し
、
南

側
（
県
道
側
）
及
び
北
側
（
駐
屯
地
側
）
の
橋
梁

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
砂
押
川
南
側
の
堤
防
上
の
歩
道
を
通
行
止
め

と
し
施
工
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
通
行
の
際

は
、
県
道
南
側
の
歩
道
を
通
行
願
い
ま
す
。（
駐

屯
地
側
の
堤
防
敷
き
の
歩
道
及
び
県
道
の
車
両

走
行
は
可
能
で
す
。） 

ま
た
、
今
後
も
工
事
の
進
捗
に
よ
り
交
通
規
制

を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
交
通
誘
導
員
や

規
制
看
板
の
指
示
に
従
っ
て
ご
通
行
願
い
ま
す
。 

工
事
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
工
事
に
関
す
る
ご
意
見
や
お
気
付
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
手
数
で
は
あ
り
ま
す 

 
が
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

工
事
期
間 

平
成
30
年
頃
ま
で 

担
当 

多
賀
城
市
復
興
建
設
課
復
興
工
事
係 

電
話 

３
６
８
‐
１
１
４
１ 

内
線
４
５
１ 

 

 

 

拡　大　図

歩行者通行止め

念
仏
橋

歩行者通行可能
笠

神

八

幡

線

 

○○（団体名等が入ります） 

シンボルとなるマー

クが入ります。 
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旧砂押川A・B・C・E・F工区の施工が近隣住民様の御協力の元、平成
28年6月30日にて無事工事を完成することが出来ました。平成26年5
月より2年間多大なご迷惑、ご不便をお掛けしました。ありがとうござい
ました。

　
砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
七
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
新
護
岸
堤
防
と
し

て
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト

被
覆
工
を
主
に
施
工

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
る
ご

意
見
や
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

お
手
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、

ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

(

3
5
2
‐

3
7
4
0
）

写真③は砂押川左岸側、川表法面被覆の施工を行っております。
写真④は公園道路（付替道路）の歩道路盤の施工状況です。
※インターネット利用で工事の状況が見れます。
ページURL http://www.gembaroid.netで ID:hc0802,パスワード：
998633を入力ください。（AM 9:00 ～PM 5:00）

貞山運河と旧砂押川では被覆工を継続で進めています。砂押川では
被覆工を継続し、特殊堤（壁堤防）構築が完了しました。多賀城市道
では、片側交互通行にて市道嵩上げ工事を開始しています。

写真②

旧砂押川

砂押川

旧砂押川

砂押貞山運河

被覆工

工事場所

進捗率
6/30現在

完成

写真①

9合目

被覆工

特殊堤完了

写真①

完了

写真② 砂押川

特殊堤完了

貞山運河

被覆堤施工中

壁構築

写真③

写真④

砂押川

写真③

写真④

法面被覆

公園道路

A工区 B工区

C工区 E工区

F工区

B工区

A工区

C工区

E工区

F工区


